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募集要項

開 講 期 間 ７月４日（土）～９月19日（土）

募 集 定 員 120名

受 講 資 格 下記いずれかに該当する者
①�大学・短期大学・高等専門学校・専修学校専門課程（修業年限2年以上、総授業時数1,700時間以上）
卒業（修了）者

②�大学に2年以上在学して62単位以上を修得した者
③�次の職にあった期間が通算して2年以上※1になる者
　（A）�司書補の職
　（B）�国立国会図書館、大学若しくは高等専門学校図書館で司書補に相当する職
　（C）�社会教育主事の職
　（D）�学芸員の職
　（E）�その他司書補の職と同等以上として文部科学大臣が指定する職※2

受 講 料 150,000円

部分科目受講 ： 講義1単位　11,000円、　演習1単位　22,000円

受 付 期 間 令和8年４月１日（水）～５月15日（金）　（期間内必着）
＊期間を過ぎて到着した場合は、受付できません。

提 出 先 〒230-8501　横浜市鶴見区鶴見2-1-3　鶴見大学文学部教務課　「司書講習係」

選 考 方 法 提出書類１～５による書類審査

選 考 料 3,500円
（振込口座）
横浜銀行　鶴見西口支店（店番363）　普通口座 1329404

学
ガッコウホウジン

校法人　総
ソウジガクエン

持学園　鶴
ツルミダイガク

見大学

合 格 発 表 令和８年６月上旬　＊合否については郵送（簡易書留）にて通知・発表します。電話による問合せには応じません。

留 意 事 項

◎�受講料の納入期限は令和8年6月15日（月）です。納入された方には、開講式と受講についての案内を郵
送します。期限までに手続きを完了しない場合は、受講資格を失います。

◎テキスト・参考書は、別途購入していただきます。＊3～5万円程度
◎一度提出された書類及び既納の選考料・受講料は返還いたしません。

※1	 期間として2年以上かつ勤務時間3,410時間以上を2年以上とみなします。（勤務地が複数の場合はその累計）
※2	 文部科学大臣が指定する同等以上の職については、平成20年 文部科学省告示第90号（［官報］平成20年6月11日号外123号） をご覧ください。
	 7ページに抜粋を掲載しています。本学ホームページ内でもご確認いただけます。
	 URL https://www.tsurumi-u.ac.jp/site/education/lib-boshu.html

受講にあたって
　講習は、全科目完全オンラインで行います。インターネット接続ができ、カメラ、マイク、スピーカーがつい
ているパソコンが必要となりますので、各自でご用意ください。また1回あたり最大90分間のリアルタイム授業
（テレビ会議）に問題なく参加できるインターネット回線（速度・データ量）を確保してください。
　パソコンの仕様としては、Microsoft Wordで文書等の作成・編集・保存や、PDF・PowerPoint資料の閲覧、
動画資料の視聴等、基本的なパソコン操作ができることが条件です。
　オンライン授業の方法には、①リアルタイム授業と②オンデマンド授業があります。①リアルタイム授業は、
Zoom（オンライン会議システム）を使用し、ライブ形式（テレビ会議）で行います。②オンデマンド授業は、Eラー
ニングシステムの一つであるmanabaを使用し、manaba 上に掲載された資料や動画を閲覧する形式で行いま
す。1科目内で①と②を併用する場合もあります。
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提 出 書 類 ◎下記提出書類を簡易書留にて郵送してください。
　受領書は発行いたしませんので、郵便局差出時の「お客様控」を保管してください。

１. 受講資格を証明するもの
受講資格①該当者･･･
　卒業（修了）証明書、及び成績証明書
★�大学院在学中・修了者は上記書類に加え、大学院の在学証明書あるいは修了証明書もご提出く
ださい。

★�専修学校専門課程修了者で、卒業（修了）証明書もしくは成績証明書に修業年限が2年以上で総
授業時数が1,700時間以上である（または、専門士の称号を付与された）ことの記載がない場合
は、上記書類に加え、修業年限と総授業時数が明記された証明書もご提出ください。

受講資格②該当者･･･
　成績証明書
修得単位数が記載されていない場合は、単位修得証明書もご提出ください。
受講資格③（A,C,D）該当者･･･
　�各資格取得証明書、所属長による勤務証明書※1、及び最終学歴の成績証明書
受講資格③（B,E）該当者･･･
　�所属長による勤務証明書※1、及び最終学歴の成績証明書

★�成績証明書等、保存期間が過ぎて発行されない場合は、「保存期間が過ぎて発行できない」旨の証明書
を発行してもらい、ご提出ください。

２. 司書講習受講申込書（様式1、2）
３. 選考料領収書（お客様控・ご利用明細書）のコピー（様式3　「貼付枠」に貼付してください。）
４. 住所記入用紙（様式4 合否通知書等発送用）
５. その他の書類
下記イ～ホに該当する方は、必要書類を提出書類1～ 4と併せてご提出ください。
（勤務証明書については、司書受講資格③に該当する方は、上記提出書類１で充当します。）
イ. 図書館勤務経験者（館種・期間問わず）･･･勤務証明書※1

ロ. 学修による科目を免除する者･･･免除科目申請書（様式5）※2、必要書類（4ページ参照）
ハ. 大学における司書課程および司書講習の単位修得者･･･

  免除科目申請書（様式5）※2、課程（講習）の単位修得証明書（修得年度明記のこと）
なお、修得科目名・単位数が修得時の図書館法施行規則と異なる場合は、修得時の図書館法施
行規則との読み替え表（コピー可）を必ずご提出ください。単位修得証明書に記載されている場
合は必要ありません。

ニ. 証明書類が現在の氏名と異なる者･･･
  変更の経緯がわかる公的書類（戸籍抄本など・コピー不可）

ホ. 大学に在学している者･･･推薦書※1

◎各種証明書は、発行より３ヶ月以内のものをご提出ください。

※1	 勤務証明書（様式6）、推薦書（様式7）は本学ホームページよりダウンロードしてください。
※2	 免除科目申請書（様式5）の記入例を、本学ホームページに掲載しています。

図書館の利用環境について
講習では、都道府県および市区町村立図書館（中央館）が所蔵するレファレンス資料やデータベースと同等な環
境を備えた図書館（総合大学の図書館なども含む）を利用できることが必須であり、受講に際しては、使用予定の
図書館名を申告していただきます。受講地域で利用可能な図書館の環境について事前にご確認ください。
講習期間中、本学図書館を利用することもできますので、ご希望の方は、提出書類 様式2の下部にある「希望す
る」に〇をつけてください。
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科目・単位数・担当講師
１．甲群11科目22単位は必修、乙群は2科目2単位以上を選択し、履修・修得します。（必要総時間数420時間）
２．�各科目の試験に合格した方に、科目毎に単位を認定します。
　　出席時間数が各科目の総授業時間数の3分の2以上に達しない方は、単位を取得することができません。

群 科　目　 単位数 担当講師

甲
群（
必
修
）

生 涯 学 習 概 論 2 明 治 大 学 講 師 片 岡　 了

図 書 館 概 論 2 跡 見 学 園 女 子 大 学 准 教 授 長谷川　幸代

図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 2 愛 知 大 学 講 師 加 藤　 好 郎

図 書 館 情 報 技 術 論 2 鶴 見 大 学 名 誉 教 授 長 塚　 隆

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 2
山 口 県 立 大 学 講 師 仲 村　 拓 真

筑 波 大 学 講 師 松林　麻実子

情 報 サ ー ビ ス 論 2 青 山 学 院 大 学 教 授 野末　俊比古

児 童 サ ー ビ ス 論 2 鶴 見 大 学 教 授 河西　由美子

情 報 サ ー ビ ス 演 習

情
　
報

2

鶴 見 大 学 実 習 技 術 員 山 川　 恭 子

関 東 学 院 大 学 教 授 千　 錫 烈

山形県立米沢女子短期大学准教授 畑 田　 秀 将

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

鶴 見 大 学 名 誉 教 授 原 田　 智 子

鶴 見 大 学 名 誉 教 授 角 田　 裕 之

相 模 女 子 大 学 教 授 宮原　志津子

鶴 見 大 学 教 授 児 玉　 閲

図 書 館 情 報 資 源 概 論 2 鶴 見 大 学 准 教 授 望月　有希子

情 報 資 源 組 織 論 2 鶴 見 大 学 名 誉 教 授 角 田　 裕 之

情 報 資 源 組 織 演 習

目
　
　
録

2

鶴 見 大 学 講 師 大 蔵　 綾 子

明 星 大 学 講 師 榎本　裕希子

玉 川 大 学 教 授 松 山　 巌

同 志 社 大 学 教 授 佐 藤　 翔

分
　
　
類

東 海 大 学 准 教 授 竹 之 内　 禎

八 洲 学 園 大 学 講 師 藤 田　 節 子

常 磐 大 学 准 教 授 田 嶋　 知 宏

聖 徳 大 学 講 師 坂 本　 俊

乙
群（
選
択
）

図 書 館 基 礎 特 論

Ⅰ 1 鶴 見 大 学 講 師 中山　美由紀

Ⅱ 1 関 東 学 院 大 学 教 授 千　 錫 烈

Ⅲ 1 同 志 社 大 学 教 授 佐 藤　 翔

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論 1 鶴 見 大 学 講 師 小 南　 理 恵

図書館情報資源特論
人文

1
鶴 見 大 学 名 誉 教 授 石 田　 千 尋

自然 鶴 見 大 学 名 誉 教 授 長 塚　 隆

図 書 ・ 図 書 館 史 1 休　講

図 書 館 施 設 論 1 閉　講

図 書 館 総 合 演 習 1 閉　講

図 書 館 実 習 1 閉　講
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図書館法施行規則の改正・施行（平成24年4月1日）に伴う科目の読み替えについて
図書館法施行規則の改正・施行（平成24年4月1日）に伴い、平成24年4月1日以前に旧科目を修得した方は、下記の表
の通り、旧科目を経過科目として扱い、相当する科目に読み替えることができます。
※�平成24年4月1日以降に司書課程で修得した旧科目単位は、本学講習受講にあたり、科目単位に読み替えられません。
（平成24年度以前の入学者で、学籍継続者は除く）
※�平成9年3月31日以前に司書課程・司書講習で修得した単位は、本学講習受講にあたり、科目単位に読み替えられ

ません。

旧科目（経過科目） 単位数 科目 単位数
生 涯 学 習 概 論 1 ▶ 生 涯 学 習 概 論 2
図 書 館 概 論 2 ▶ 図 書 館 概 論 2
図 書 館 経 営 論 1 ▶ 図 書 館 制 度・ 経 営 論 2
図 書 館 サ ー ビ ス 論 2 ▶ 図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 2
情 報 サ ー ビ ス 概 説 2 ▶ 情 報 サ ー ビ ス 論 2
児 童 サ ー ビ ス 論 1 ▶ 児 童 サ ー ビ ス 論 2
レファレンスサービス演習 1

▶ 情 報 サ ー ビ ス 演 習 ※1 2
情 報 検 索 演 習 1
図 書 館 資 料 論 2 ▶ 図 書 館 情 報 資 源 概 論 2
資 料 組 織 概 説 2 ▶ 情 報 資 源 組 織 論 2
資 料 組 織 演 習 2 ▶ 情 報 資 源 組 織 演 習 2
専 門 資 料 論 1 ▶ 図 書 館 情 報 資 源 特 論 1
乙 群 の 単 位 ※ 2 ─ ▶ 乙 群 の 単 位 ※ 2 ─

※1	 読み替えるには、「レファレンスサービス演習」「情報検索演習」両科目の修得が必要です。
※2	 �既に修得した旧科目（経過科目）の乙群の科目の単位は、個々の科目の読み替えではなく、乙群の単位として修得したとみなします。
　　　�また、旧科目（経過科目）の「図書及び図書館史」及び「資料特論」は、それぞれ科目の「図書・図書館史」及び「図書館情報資源特論」とほぼ同一である

ため、重複して受講することはできません。つまり、旧科目（経過科目）「図書及び図書館史」を修得済みの方は「図書・図書館史」を、旧科目（経過
科目）「資料特論」を修得済みの方は「図書館情報資源特論」を新たに修得しても、資格取得に必要な乙群科目2 科目とはみなしません。

学修による科目の免除について
次に相当する学修を修めた方は、講習科目の単位を修得したものとみなされ、免除されます。
本学で開講していない、図書館法施行規則で定められた図書館に関する科目も申請できます。
申込み時に免除科目申請書（様式5）及び必要書類をご提出ください。

※1　�期間として2年以上かつ勤務時間3,410 時間以上を2年以上とみなします。（勤務地が複数の場合はその累計）
※2　�公印が押印されたもの。職務内容は、図書館奉仕相当事項に関する専門的業務に従事していることが明らかになるよう記入すること（「図書

館業務全般」等の曖昧な表現は不可）。
※3　�図書館業務が委託されている場合、請負先の所属長による勤務証明書の他に、委託元（図書館）が発行する委託内容・期間を明記した書類が

必要です。なお、委託内容・期間を図書館（または所属する地方公共団体）がホームページ等で情報公開をしている場合、そのページを印刷
したものでかまいません。（請負先のものは不可とします。）

相当する学修 修得したとみなす科目 単位数 必要書類
社会教育主事講習等規程（昭和二十六年文部省令第十二号）第三条に
規定する社会教育主事の講習のうち生涯学習概論に係る学修

生涯学習概論 2

該当課程（講習）の単位修得証明書
（コピー不可）〈修得年度明記のこと〉

社会教育主事講習等規程第十一条に規定する社会教育に関する科目
のうち生涯学習概論に係る学修
博物館法施行規則（昭和三十年文部省令第二十四号）第一条に規定す
る博物館に関する科目のうち生涯学習概論に係る学修
博物館法施行規則第六条に規定する試験認定において合格を得た生
涯学習概論に係る学修

科目合格証明書（コピー不可）

学校図書館司書教諭講習規程（昭和二十九年文部省令第二十一号）第三
条に規定する司書教諭の講習のうち読書と豊かな人間性に係る学修 児童サービス論 2 課程（講習）の単位修得証明書

（コピー不可）〈修得年度明記のこと〉
図書館法（昭和二十五年法律第百十八号）第五条第一項第三号に掲
げる職としての勤務に係る学修（二年以上当該職にあった場合に限
る。）※1

図書館実習 1 勤務する図書館の所属長による勤務証
明書※2※3
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令和８年度　司書講習時間割
 ：リアルタイム（Zoom）、 ：オンデマンド時間割は、都合により変更となる場合があります。

月　日 曜 1時限
9：00～10：30

2時限
10：40～12：10

3時限
13：00～14：30

4時限
14：40～16：10

5時限
16：20～17：50

7月04日 土 開講式・オリエンテーション 生涯学習概論① 生涯学習概論② 生涯学習概論③
7月05日 日 生涯学習概論（12時限分）　配信期間：7月4日～ 7月11日7月06日 月
7月07日 火 図書館情報技術論①

図書館情報技術論（12時限分）
配信期間：7月7日～ 7月11日

7月08日 水
7月09日 木 図書館情報技術論②
7月10日 金
7月11日 土 図書館情報技術論③
7月12日 日 図書館サービス概論（次ページ参照）

配信期間：7月12日～ 7月18日
7月13日 月
7月14日 火
7月15日 水

図書館概論（13時限分）
配信期間：7月15日～ 7月22日

情報資源組織論（13時限分）
配信期間：7月20日～ 7月25日

図書館制度・経営論（14時限分）
配信期間：7月22日～ 7月28日

図書館情報資源概論（14時限分）
配信期間：7月27日～ 8月2日

7月16日 木
7月17日 金
7月18日 土
7月19日 日
7月20日 月 情報資源組織論① 情報資源組織論②
7月21日 火
7月22日 水 図書館概論① 図書館概論② 図書館制度・経営論①
7月23日 木
7月24日 金
7月25日 土
7月26日 日
7月27日 月 図書館情報資源概論①
7月28日 火
7月29日 水
7月30日 木
7月31日 金
8月01日 土 情報サービス論① 情報サービス論②
8月02日 日

情報サービス論（13時限分）
配信期間：8月1日～ 8月6日

8月03日 月
8月04日 火
8月05日 水
8月06日 木
8月07日 金 児童サービス論① 児童サービス論②

児童サービス論（8時限分）
配信期間：8月1日～ 8月10日

8月08日 土 児童サービス論③ 児童サービス論④
8月09日 日 児童サービス論⑤ 児童サービス論⑥
8月10日 月 児童サービス論⑦ 児童サービス論　試験
8月11日 火 シ ス テ ム メ ン テ ナ ン ス 日
8月12日 水 乙群A（図書館基礎特論Ⅱ／図書館基礎特論Ⅲ）（各科目7.5時限分）

配信期間：8月12日～ 8月14日
8月13日 木
8月14日 金
8月15日 土

情報資源組織演習Ⅰ（目録）A・Bクラス
情報サービス演習Ⅰ（情報）Cクラス
情報資源組織演習Ⅱ（分類）Dクラス

次ページ参照

8月16日 日
8月17日 月
8月18日 火
8月19日 水
8月20日 木
8月21日 金
8月22日 土
8月23日 日

情報資源組織演習Ⅱ（分類）A・B・Cクラス
情報サービス演習Ⅰ（情報）Dクラス

次ページ参照

8月24日 月
8月25日 火
8月26日 水
8月27日 木
8月28日 金
8月29日 土
8月30日 日
8月31日 月

乙群B（図書館基礎特論Ⅰ／図書館情報資源特論／図書館サービス特論）（各科目7.5時限分）
配信期間：8月31日～ 9月3日

9月01日 火
9月02日 水
9月03日 木
9月04日 金

情報サービス演習Ⅰ（情報）A・Bクラス
情報資源組織演習Ⅰ（目録）C・Dクラス

次ページ参照

9月05日 土
9月06日 日
9月07日 月
9月08日 火
9月09日 水
9月10日 木
9月11日 金
9月12日 土

情報サービス演習Ⅱ（レファレンス）A・B・C・Dクラス
次ページ参照

9月13日 日
9月14日 月
9月15日 火
9月16日 水
9月17日 木
9月18日 金
9月19日 土 閉講式及び特別講座

※講義科目の一部と演習科目は、クラスに分かれて授業を行います。
※「情報資源組織演習」と「情報サービス演習」は、ⅠとⅡを同一年度に合格しなければ単位の修得はできません。
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クラス分け科目日程
クラスは機械的に振り分けます。合格通知に同封される受講手続きについての案内で通知します。

A・Bクラス：図書館サービス概論 C・Dクラス：図書館サービス概論
日　程 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限

7月12日(日) ① ② ① ②
7月13日(月)

（12時限分）
配信期間：7月12日～ 7月19日

（12時限分）
配信期間：7月12日～ 7月18日

7月14日(火)
7月15日(水)
7月16日(木)
7月17日(金)
7月18日(土) ③ 試験
7月19日(日) ③ 試験

Aクラス：
情報資源組織演習Ⅰ（目録）

Bクラス：
情報資源組織演習Ⅰ（目録）

Cクラス：
情報サービス演習Ⅰ（情報）

Dクラス：
情報資源組織演習Ⅱ（分類）

日　程 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限
8月15日(土) ①

（8時限分）
配信期間：

8月15日～ 8月22日

①

（8時限分）
配信期間：

8月8日～ 8月22日

① ②

（8時限分）
配信期間：

8月15日～ 8月22日

（8時限分）
配信期間：8月15日～ 8月22日

8月16日(日) ②
8月17日(月) ③ ②
8月18日(火) ③ ③ ④ ① ② ③ ④
8月19日(水) ④ ④
8月20日(木) ⑤ ⑤ ⑤
8月21日(金) ⑥ ⑥
8月22日(土) ⑦ ⑦ 試験 ⑥ ⑦ ⑤ ⑥ ⑦ 試験

Aクラス：
情報資源組織演習Ⅱ（分類）

Bクラス：
情報資源組織演習Ⅱ（分類）

Cクラス：
情報資源組織演習Ⅱ（分類）

Dクラス：
情報サービス演習Ⅰ（情報）

日　程 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限
8月23日(日) ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ②
8月24日(月)

（8時限分）
配信期間：8月23日～ 8月30日 （8時限分）

配信期間：8月23日～ 8月30日
（8時限分）

配信期間：8月23日～ 8月30日
（8時限分）

配信期間：8月23日～ 8月30日

8月25日(火)
8月26日(水)
8月27日(木)
8月28日(金) ④ ⑤ ⑥ ⑦
8月29日(土) ④ ⑤ ⑥ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ④
8月30日(日) ⑦ ⑤ ⑥ ⑦

Aクラス：
情報サービス演習Ⅰ（情報）

Bクラス：
情報サービス演習Ⅰ（情報）

Cクラス：
情報資源組織演習Ⅰ（目録）

Dクラス：
情報資源組織演習Ⅰ（目録）

日　程 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限
9月 4日(金) ① ②

（8時限分）
配信期間：

9月4日～ 9月11日

（8時限分）
配信期間：9月4日～ 9月11日

（8時限分）
配信期間：9月2日～ 9月8日

① ②
9月 5日(土)

（8時限分）
配信期間：9月4日～ 9月11日

9月 6日(日)
9月 7日(月) ③ ④
9月 8日(火) ③ ④ ⑤
9月 9日(水) ⑤ ① ② ③
9月10日(木) ① ② ③ ④ ⑤
9月11日(金) ⑥ ⑦ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑥ ⑦ ⑥ ⑦

A・B・C・Dクラス：
情報サービス演習Ⅱ（レファレンス）

日　程 1時限 2時限 3時限 4時限 5時限
9月12日(土) ① ② ③
9月13日(日)

（10時限分）
配信期間：9月12日～ 9月19日

9月14日(月)
9月15日(火)
9月16日(水)
9月17日(木)
9月18日(金)
9月19日(土) ④ ⑤
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関係法令・告示

■平成20年 文部科学省告示第90号　※抜粋

■図書館法（昭和25年法律第118号）　※抜粋

　司書受講資格③（E）の、「その他司書補の職と同等以上として文部科学大臣が指定する職」は、『平成20年 文部科学
省告示第90号』でご確認ください。
　また、その中で示されている、「図書館奉仕相当事項」については、『図書館法（昭和25年法律第118号）』第三条でご
確認ください。

①�文部科学省（文化庁及び国立教育政策研究所を含む。）、国立大学法人法（平成十五年法律第百十二号）第二条第三項
に規定する大学共同利用機関法人、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所、独立行政法人大学入試センター、
独立行政法人国立女性教育会館、独立行政法人国立科学博物館、独立行政法人国立美術館、独立行政法人国立文化
財機構、国立研究開発法人科学技術振興機構、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構、独立行政法人日本スポー
ツ振興センター、独立行政法人日本芸術文化振興会、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構及び独立行政法人
国立青少年教育振興機構において図書館法（昭和二十五年法律第百十八号）第三条に掲げる事項に相当する事項（以
下「図書館奉仕相当事項」という。）に関する専門的職務に従事する職員の職

②�地方公共団体の教育委員会（事務局及び教育機関を含む。）において図書館奉仕相当事項に関する専門的職務に従事
する職員の職

③�学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定する学校（大学及び高等専門学校を除く。）及び就学前の子
どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成十八年法律第七十七号）第二条第七項に規定す
る幼保連携型認定こども園において図書館奉仕相当事項に関する専門的職務に従事する職員の職

④社会教育施設において図書館奉仕相当事項に関する専門的職務に従事する職員の職

（図書館奉仕）
第三条　�図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希望に沿い、更に学校教育を援助し、及び家庭教

育の向上に資することとなるように留意し、おおむね次に掲げる事項の実施に努めなければならない。

　　一　�郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留意して、図書、記録、視聴覚教
育の資料その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によつては認識することが
できない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）を収集し、一般公衆の利用に供す
ること。

　　二　図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備すること。

　　三　図書館の職員が図書館資料について十分な知識を持ち、その利用のための相談に応ずるようにすること。

　　四　�他の図書館、国立国会図書館、地方公共団体の議会に附置する図書室及び学校に附属する図書館又は図書室
と緊密に連絡し、協力し、図書館資料の相互貸借を行うこと。

　　五　分館、閲覧所、配本所等を設置し、及び自動車文庫、貸出文庫の巡回を行うこと。

　　六　読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を主催し、及びこれらの開催を奨励すること。

　　七　時事に関する情報及び参考資料を紹介し、及び提供すること。

　　八　�社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果を活用して行う教育活動その他の活動の機会を提
供し、及びその提供を奨励すること。

　　九　学校、博物館、公民館、研究所等と緊密に連絡し、協力すること。
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カラー写真貼付

1. 縦４cm×横３cm
2. 上半身・脱帽・　
　 正面・無背景　　
3. ３ヶ月以内に　　

 撮影のもの   　　

令和８年度

（様式1）

下記のとおり、司書講習の受講を申込みます。
鶴見大学長　殿

受付No.
（受講No.

（注）については記入しないでください。

（注）

年　　　月　　　日

（注））司書講習受講申込書

受  講  資  格
該当するものに○印 ①　　　②　　　③　 (　　A　　B　　C　　D　　E　　)

フリガナ 性 別 自宅電話

氏　　名
（本　名） 携帯電話

生年月日 S・H　　　年（西暦　　　　年）　　　　月　　　　日生　（満　　　歳）

現 住 所
（連絡先）

　〒　　　　−

学 歴　（高等学校から最終学歴〔学部・学科・専攻〕まで記入してください。※区分は該当するものに○印）

在学期間 学校名（省略せず正式名称で） 学部名 学科名 専攻名 区分

年・月　　年・月
～

立

　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校
※卒業 ・ 中退  　　　

～
※�卒業・修了・中退・
（　　　）年在学中

～
※�卒業・修了・中退・
（　　　）年在学中

～
※�卒業・修了・中退・
（　　　）年在学中

職 歴　（※区分は該当するものに○印）

現在の状況　（※区分は該当するものに○印）

年・月　　　年・月 名　称　（派遣の場合は、派遣元と派遣先の名称を併記してください。） 区分

～
※専任・派遣
　・臨時等　

～
※専任・派遣
　・臨時等

～
※専任・派遣
　・臨時等

～
※専任・派遣
　・臨時等

～
※専任・派遣
　・臨時等

区　分 ※専任　・　派遣　・　臨時　・　主婦　・　学生　・　無職　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　）

勤務先名

名称（派遣の場合は、派遣元と派遣先の名称を併記してください。）

記入上の注意　※臨時とは、臨時・アルバイト・パート職員など、専任職員と派遣社員以外の場合を指します。
　　　　　　　※黒のボールペン又は万年筆を使用し、自筆で記入してください。
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（様式2）

令和８年度
司書講習

受
付
№（注）

氏
名

免許・資格、自己PR
年 月 免　許　・　資　格　等

自己PR　＊必ず記入してください。

志望の動機　＊必ず記入してください。

記入上の注意　※黒のボールペン又は万年筆を使用し、自筆で記入してください。
　　　　　　　※（注）については記入しないでください。

図書館の利用について　＊必ず記入してください。図書館名未記入は書類不備とみなされ不合格とします。

演習課題のために利用可能な都道府県立図書館あるいは市区町村立図書館（分館ではなく中央館が望ましい）
または大学図書館名をお書きください。

講習期間中、本学図書館の利用を希望する方は〇で囲んでください。　　　　　　　　　　希望する
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（様式3）

受付No. （注）

氏名

選考料領収証（お客様控・ご利用明細書）コピー貼付用紙

貼
　
付
　
枠

※選考料領収証（コピー）は裏面糊付けしてください。
※(注）については記入しないでください。
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（様式5）

令和８年度
司書講習

受
付
№（注）

氏
名

免除科目申請書（2ページのロ・ハ該当者は提出のこと。）

記入例を本学ホームページ内(https://www.tsurumi-u.ac.jp/uploaded/attachment/3696.pdf)で公開していま
すので、ご確認の上必ず正確にご記入ください。
（１）	�免除科目は申請欄に「免」と記入してください。（本学で開講していない、図書館法施行規則で定められた図書館に関する科目も申請で

きます。）
（２）	ロの該当者は、根拠となる証明書（4ページ参照）を併せてご提出ください。
（３）	ハの該当者は、すでに修得した司書課程及び司書講習の単位修得証明書も併せてご提出ください。
	 �なお、修得科目名・単位数が修得時の図書館法施行規則と異なる場合は、修得時の図書館法施行規則との読み替え表（コピー可）を必

ずご提出ください。単位修得証明書に記載されている場合は必要ありません。

※（注）及び太枠線内は本学記入欄ですので記入しないでください。
※選考書類提出後の免除申請は受け付けません。

科　　目 単位 旧科目
（経過科目） 申　請 修得年度 修得大学・修得講習・

勤務先・試験 ※

生涯学習概論 2 生涯学習概論

図書館概論 2 図書館概論

図書館制度・経営論 2 図書館経営論

図書館情報技術論 2

図書館サービス概論 2 図書館サービス論

情報サービス論 2 情報サービス概説

児童サービス論 2 児童サービス論

情報サービス演習 2
レファレンスサービス演習

情報検索演習

図書館情報資源概論 2 図書館資料論

情報資源組織論 2 資料組織概説

情報資源組織演習 2 資料組織演習

図書館基礎特論 1

図書館サービス特論 1

図書館情報資源特論 1 専門資料論

図書・図書館史 1

図書館施設論 1

図書館総合演習 1

図書館実習 1

図書及び図書館史

資料特論

コミュニケーション論

情報機器論

図書館特論

認定単位数
単位
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講習修了後、司書となる資格として認められるには、図書館法第五条の各号のいずれかに該当する必要があります。
受講することのできる資格（図書館法施行規則第三条及び第四条　受講資格）とは異なります。

○大学に2年以上在学して62単位以上を修得した者は、卒業することにより司書となる資格が得られます。
○勤務経験2年以上の受講資格での受講者は、勤務経験が３年を越えることにより、司書となる資格が得られます。
○�専修学校専門課程卒業（修了）者は、大学卒業あるいは勤務経験が3年を越えることにより、司書となる資格が得ら
れます。
○�学士の学位を取得できる各省庁大学校の卒業者は、大学改革支援・学位授与機構に申請することにより学士の学位
を得るか、勤務経験が3年を越えることにより、司書となる資格が得られます。

＊大学・短期大学・高等専門学校卒業者は、修了と同時に司書となる資格が得られます。

司書となる資格について

講習修了後、図書館法施行規則第九条の規定により、修了証書が交付されます。

修了証書

本学では個人情報保護の重要性に鑑み、個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）、その他の関連法令･ガイド
ラインを厳守して、個人情報を適正に取扱います。
ご提出いただく個人情報は、下記の利用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りにおいて利用します。司書講習以
外の目的に使用することはありません。

◎必要書類の発送
◎受講管理・履修・成績管理等の授業運営業務等
◎業務遂行にあたって必要が生じた場合の連絡
◎各種証明書の発行
◎個人を特定することができない方法、形式による統計資料の作成･公開

個人情報の取扱いについて



住所

氏名

受付No.
（注）
（注）は記入しないでください。

住所

氏名

受付No.
（注）
（注）は記入しないでください。

鶴見大学　司書講習　（様式4）

住所記入用紙  （合否通知書等発送用）
合格発表：令和８年６月上旬

郵送（簡易書留）にて通知・発表します。
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https://www.tsurumi-u.ac.jp

文学部教務課「司書講習係」

横浜市鶴見区鶴見2-1-3

045-580-8623
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